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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第45期

第１四半期累計期間
第46期

第１四半期累計期間
第45期

会計期間
自 平成24年11月１日
至 平成25年１月31日

自 平成25年11月１日
至 平成26年１月31日

自 平成24年11月１日
至 平成25年10月31日

売上高 (千円) 1,080,443 1,234,553 4,735,174

経常利益 (千円) 46,124 56,812 269,162

四半期(当期)純利益 (千円) 28,937 36,071 188,477

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 601,800 601,800 601,800

発行済株式総数 (株) 7,200,000 7,200,000 7,200,000

純資産額 (千円) 3,511,383 3,611,354 3,631,996

総資産額 (千円) 4,838,665 4,820,091 4,876,335

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 5.59 7.18 37.10

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 12.00

自己資本比率 (％) 72.6 74.9 74.5
 

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が１社存在しますが、損益等からみて重要性が乏し

いため記載しておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益は、潜在株式が存在していないため、記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の

内容に重要な変更はありません。

関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 財政状態の分析

①資産

流動資産は、26億41百万円（前事業年度末比1.7％減）となりました。主な要因は、原材料及び貯

蔵品が20百万円増加したものの、現金及び預金が33百万円、受取手形及び売掛金が36百万円減少した

ことによるものです。

固定資産は、21億78百万円（前事業年度末比0.5％減）となりました。主な要因は、建物が13百万

円減少したことによるものです。

この結果、総資産は、48億20百万円（前事業年度末比1.2％減）となりました。

②負債

流動負債は、10億12百万円（前事業年度末比3.3％減）となりました。主な要因は、未払法人税等

が36百万円減少したことによるものです。

固定負債は、１億95百万円（前事業年度末比0.3％減）となりました。主な要因は、退職給付引当

金が67万円減少したことによるものです。

この結果、負債合計は、12億８百万円（前事業年度末比2.9％減）となりました。

③純資産

純資産合計は、36億11百万円（前事業年度末比0.6％減）となりました。主な要因は、利益剰余金

が24百万円減少したことによるものです。
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(2) 経営成績の分析

当第１四半期累計期間におけるわが国の経済は、政府の経済・金融政策等による円高の解消及び株

価の上昇等により、企業収益の改善が進み、景気回復に明るい兆しがみられましたが、新興国の経済

の停滞等、景気の先行きは不透明な状況で推移しました。

こうした状況のなかで、当社が属しております市販メーカーにおいては、カーディーラーでの交換

頻度が増えていること及びガソリンスタンドのセルフ化の影響を受けて厳しい状況になっているなか

で、海外からの安価な商品の流入等、当社を取り巻く経営環境は一段と厳しさを増しました。

このような環境の中にあって、当社は、売上高は12億34百万円（前年同四半期比14.3％増）、売上

高が増加したことが要因となり、営業利益は51百万円（前年同四半期比33.7％増）、経常利益は56百

万円（前年同四半期比23.2％増）となりました。経常利益が増加したことが要因となり、四半期純利

益は36百万円（前年同四半期比24.7％増）となりました。

　

セグメント別の業績を示すと、次の通りであります。

(フィルター部門)

売上高に関しては、国内売上は同業者向け及びカーショップ向けは減少しましたが、商社向けが

増加しました。輸出売上はヨーロッパ及び東南アジア向けが増加しました。営業利益に関しては、

売上高が増加したことが要因となり増加しました。

その結果、売上高は11億68百万円（前年同四半期比15.2％増）、営業利益は99百万円（前年同四

半期比19.3％増）となりました。

(燃焼機器部門)

売上高に関しては、バーナ部品の売上高が増加しました。営業利益に関しては、売上高は微増し

ましたが、利益率の高い商品の売上高が減少したことが要因となり減少しました。

その結果、売上高は66百万円（前年同四半期比0.8％増）、営業利益は５百万円（前年同四半期

比38.8％減）となりました。

(その他)

車載用加湿器、ティッシュケース及び縦型灰皿等の販売をしております。

その結果、売上高は19万円（前年同四半期比41.6％減）、営業損失は97万円（前年同四半期は営

業損失１百万円）となりました。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　
(4) 研究開発活動

当第１四半期累計期間の研究開発費の総額は、5,927千円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 26,400,000

計 26,400,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年１月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年３月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,200,000 7,200,000
東京証券取引所
JASDAQ

(スタンダード)

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 7,200,000 7,200,000 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年11月１日～
平成26年１月31日

─ 7,200,000 ─ 601,800 ─ 389,764
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できな

いため、記載することができないことから、直前の基準日である平成25年10月31日現在の株主名簿に

より記載をしております。

① 【発行済株式】

平成25年10月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 2,181,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 5,013,000 5,013 ―

単元未満株式 普通株式    6,000 ― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 7,200,000 ― ―

総株主の議決権 ― 5,013 ―
 

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式726株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

  平成25年10月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
エイケン工業株式会社

静岡県御前崎市門屋1370 2,181,000 ― 2,181,000 30.30

計 ― 2,181,000 ― 2,181,000 30.30
 

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内

閣府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成25年11月１日か

ら平成26年１月31日まで)及び第１四半期累計期間(平成25年11月１日から平成26年１月31日まで)に係る

四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号)第５条第２

項により、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目か

らみて、当企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げな

い程度に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次の通りであり、会社間取引

項目消去前の数値により算出しております。

①資産基準 0.7％

②売上高基準 2.0％

③利益基準 0.0％

④利益剰余金基準 0.0％
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年10月31日)

当第１四半期会計期間
(平成26年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 765,725 732,044

受取手形及び売掛金 1,141,592 1,104,659

電子記録債権 40,573 48,837

商品及び製品 497,863 496,925

仕掛品 34,848 32,095

原材料及び貯蔵品 148,625 168,876

その他 58,598 59,085

貸倒引当金 △1,204 △1,161

流動資産合計 2,686,622 2,641,363

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 842,307 828,818

その他（純額） 945,613 943,287

有形固定資産合計 1,787,920 1,772,105

無形固定資産 5,180 4,553

投資その他の資産

その他 397,389 402,970

貸倒引当金 △778 △902

投資その他の資産合計 396,611 402,068

固定資産合計 2,189,713 2,178,728

資産合計 4,876,335 4,820,091

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 235,659 248,491

短期借入金 530,000 530,000

未払法人税等 80,015 43,200

賞与引当金 24,907 74,721

その他 177,330 116,562

流動負債合計 1,047,912 1,012,975

固定負債

退職給付引当金 119,297 118,618

役員退職慰労引当金 4,386 4,386

資産除去債務 10,173 10,173

その他 62,567 62,582

固定負債合計 196,425 195,761

負債合計 1,244,338 1,208,736
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（単位：千円）

前事業年度
(平成25年10月31日)

当第１四半期会計期間
(平成26年１月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 601,800 601,800

資本剰余金 389,764 389,764

利益剰余金 3,569,331 3,545,184

自己株式 △962,504 △962,504

株主資本合計 3,598,392 3,574,245

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 33,604 37,109

評価・換算差額等合計 33,604 37,109

純資産合計 3,631,996 3,611,354

負債純資産合計 4,876,335 4,820,091
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自 平成24年11月１日
　至 平成25年１月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成25年11月１日
　至 平成26年１月31日)

売上高 1,080,443 1,234,553

売上原価 915,098 1,045,407

売上総利益 165,344 189,146

販売費及び一般管理費 126,509 137,238

営業利益 38,834 51,907

営業外収益

受取利息 282 62

受取配当金 2,631 2,461

投資有価証券評価益 1,784 －

受取賃貸料 3,155 3,705

その他 1,899 720

営業外収益合計 9,752 6,949

営業外費用

支払利息 1,090 820

売上割引 1,119 1,092

その他 251 131

営業外費用合計 2,461 2,044

経常利益 46,124 56,812

特別利益

固定資産売却益 273 29

投資有価証券売却益 636 －

補助金収入 250 788

保険解約返戻金 － 3,515

特別利益合計 1,159 4,333

特別損失

固定資産除却損 146 50

特別損失合計 146 50

税引前四半期純利益 47,137 61,095

法人税、住民税及び事業税 40,680 41,877

法人税等調整額 △22,480 △16,853

法人税等合計 18,199 25,023

四半期純利益 28,937 36,071
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

　

(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

　

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１

四半期累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次の通りであります。

　

 
前第１四半期累計期間
(自 平成24年11月１日
至 平成25年１月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成25年11月１日
至 平成26年１月31日)

減価償却費 55,531千円 52,905千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自 平成24年11月１日 至 平成25年１月31日)

１　配当金支払額

　

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成25年１月30日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 57,274 11.00 平成24年10月31日 平成25年１月31日
 

　

２　基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

３　株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

当第１四半期累計期間(自 平成25年11月１日 至 平成26年１月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成26年１月29日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 60,219 12.00 平成25年10月31日 平成26年１月30日
 

　

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期累計期間(自 平成24年11月１日 至 平成25年１月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期
損益計算書
計上額
(注３)

フィルター
部門

燃焼機器
部門

計

売上高        

  外部顧客への売上高 1,014,456 65,645 1,080,102 340 1,080,443 ― 1,080,443

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

─ ─ ― ─ ― ― ─

計 1,014,456 65,645 1,080,102 340 1,080,443 ― 1,080,443

セグメント利益又は損失(△) 83,130 8,256 91,386 △1,366 90,020 △51,185 38,834
 

(注) １　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。

２　セグメント利益又は損失の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に総務部等管

理部門の一般管理費及び研究開発費であります。

３　セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

当第１四半期累計期間(自 平成25年11月１日 至 平成26年１月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期
損益計算書
計上額
(注３)

フィルター
部門

燃焼機器
部門

計

売上高        

  外部顧客への売上高 1,168,212 66,142 1,234,354 198 1,234,553 ― 1,234,553

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

─ ─ ― ─ ― ― ─

計 1,168,212 66,142 1,234,354 198 1,234,553 ― 1,234,553

セグメント利益又は損失(△) 99,178 5,051 104,230 △976 103,253 △51,346 51,907
 

(注) １　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。

２　セグメント利益又は損失の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に総務部等管

理部門の一般管理費及び研究開発費であります。

３　セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(金融商品関係)

四半期財務諸表等規則第10条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(有価証券関係)

四半期財務諸表等規則第10条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(デリバティブ取引関係)

四半期財務諸表等規則第10条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(持分法損益等)

関連会社が１社存在しますが、損益等からみて重要性が乏しいため、記載しておりません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は以下の通りであります。

　

項目
前第１四半期累計期間
(自 平成24年11月１日
至 平成25年１月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成25年11月１日
至 平成26年１月31日)

１株当たり四半期純利益金額 5円59銭 7円18銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 28,937 36,071

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 28,937 36,071

普通株式の期中平均株式数(株) 5,171,771 5,018,274
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任監査法人トーマツ

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   篠   原   孝   広   印

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   大  須  賀  壮  人　印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年３月12日

エイケン工業株式会社

取締役会  御中

 

　

 

　
 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエ

イケン工業株式会社の平成25年11月１日から平成26年10月31日までの第46期事業年度の第１四半期会計期間

(平成25年11月１日から平成26年１月31日まで)及び第１四半期累計期間(平成25年11月１日から平成26年１

月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半

期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半

期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。

　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、エイケン工業株式会社の平成26年１月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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